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1、目的と方法
　トラウマに関わる臨床心理学的研究は、昨今、PTSD
（Post　Traumatic　Stress　Disorder：心的外傷後ストレス
性障害）への関心の高まりと共に増加の傾向を示して
いる。先行研究によれば、トラウマに対する心理療法
の基本的な目的は、「トラウマとなった体験を、通常の
体験と同じように自分の記憶の一部に統合することで
ある」とされる。すなわち、トラウマ記憶を、統合さ
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れていない未分化、断片的、前言語的なものと捉えた
上で、それを、言語化されたより統合的な物語記憶に
再構成させることが治療に結びつくことになる。
　本研究では、実際にトラウマを抱えたクライントに
対して集団精神療法の1つの技法である「サイコドラマ」
を適用した事例の検討を通して、とくに、セッション
中の体験過程の分析から、サイコドラマを施行する上
での安全でかつ効果的な方法論を提示することを目的
とする。さらに、トラウマに対する集団精神療法の理
論と実際について臨床心理学的な考察を加え、この方
面への効率的な心理療法のあり方を提示したい。
2、臨床事例の収集
　臨床事例の収集として、私がグループサイコセラピ
ストとして関わってきた体験型短期集中合宿における
事例、明治大学心理臨床センターにおける「明治大学
サイコドラマスクール」での事例、そして、宇都宮市
森病院において実施してきた集団精神療法の適用事例
を対象とした。
　実施日程は、短期集中合宿が、2006年5月20日一21
日と2006年10月21日一22日の2回。明治大学心理臨床
センターにおける実践が、2006年4月27日　・5月11
日・6月15日・7月27日・9月21日・10月19日・11月
16日・12月21日・2007年1月18日・3月15日の計10回。
そして、森病院では、2006年5月より現在まで毎週1
回60分行ってきた。
3、実際のセッションについて
　1セッションは、第1段階の「ウォーミングアップ」、
第2段階の「ドラマ」、そして第3段階としての「シェ
アリング」の3段階を大きな枠組みとしてとらえた。
その過程で、とくに、トラウマを扱う上でグループセ
ラピストが考慮していなければならない点を以下に列
挙する。
1）グループへのアセスメントを行うこと
　グループへのアセスメントとは、これから行うグルー
プの構成メンバーに対してその凝集性の程度を査定す
ることである。メンバー同士の信頼関係への査定であ
り、セラピストは、その信頼性の程度を査定しなけれ
ばならない。
2）集団のウォーミングアップに時間をかけること
　グループの信頼関係を高めるためのテクニックとし
てのウォーミングアップは必要不可欠であり、その後
のドラマを安全に進めるためにゆっくり時間をかける。
3）トラウマの確認は言語的交流を通して行うこと
　トラウマは簡単に表出を促してはならない。十分な
ウォーミングアップの後、その信頼性を認めたとき、
まず、言語的な交流を通してその個人的トラウマを語
る機会を与える。
4）主役への配慮としてボディダブルを使用すること
　実際のドラマに主役が選ばれたときにまず行うのが、
主役に自分自身を選んでもらうという作業である。選
ばれたメンバーは、主役のダブルとして常に傍らに居
る存在となる。これを「ボディダブル」と呼ぶ。
5）トラウマの再現はミラーテクニックを使用すること
　主役にいきなりトラウマ体験を演じさせることは危
険である。たとえ本人に準備ができていたとしても、
本人ではなくまずは、ダブルにその場面再現をしても
らう。主役は、外から観察するという位置に立ってい
る。あたかも鏡を見るかのようにダブル役の演じたド
ラマを見ることを「ミラーテクニック」と言う。
6）アクションにおいては遊戯化（playfulness）を重
　　視すること
　ドラマは、あくまでも非現実の世界で行われる現実
的行為である。ここは、遊び・ユーモア・笑いを大切
にする。その意味で、遊戯療法としてとらえられよう。
7）修正感情体験の確認を行うこと
　実際に演じた後に主役の中にどのような変化が生ま
れたのかについて確認する。この修正された感情体験
こそ集団精神療法の目的の1つだからである。
8）ドラマの終結に当たっては、現在に戻るための未
　　来投影法（future　projection）を使用すること
　終結にあたっては、現実に戻すことが必要である。
そのためのテクニックとして未来に行ってそこで演じ
たドラマについて振り返るというセッションを設ける。
これを「未来投影法」と呼ぶ。
9）シェアリングにおいては、個人的体験が実は他者
　　にも共有していたという普遍性に期待すること
　Yalomのいうuniversalityであり、いわゆる、個人的
体験が誰にでも有しうる普遍的体験であることに気づ
くことである。シェァリングでは、この「私だけでは
なかった」という感覚の獲得が大切である。
4、学会発表に向けての検討
　2005年7月台湾にて行われた7th　Pacific　Rim
Regional　Congress　of　International　Association　of
Group　Psychotherapy　and　Group　Process（環太平洋地
域会議第7回大会）において、「psychodrama　and
culture」と題して発表した内容をさらにサイコドラマ
プロセスにおけるテクニックの問題と絡めて検討を加
えた。いくつかの要点は以下の通りである。
1）トラウマ体験を「傷ついた少年」として外在化する
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2）現在の大人の自分が、過去の「傷ついた少年」を
　　救済するという物語を創造する
3）救済のプロセスにおいて「怒り」の表出に配慮する
4）怒りの対象は、加害者に対してであるが、それが
　　たとえば、圧倒的なパワーを持つ対象の場合（犯
　　罪者、自然災害、事故など）は、怒りの表出を第
　　一目的にはせず、執拗に、大人からの肯定的メッ
　　セージこそが求められる
5）怒りの表出においては、それを目的にするのでは
　　なく、その後の対象との和解を目指すべきである。
　　あるいは、傷ついた少年との和解という物語記憶
　　を体験させる
6）西洋圏との文化差違への考察、とくに、西洋とは
　　異なる怒りの表出のありようを考える
　以上、2006年度は、主として資料収集と過去の発表
との検証を通して、新たな集団精神療法の方法論を検討
してきた。それらをまとめた上で、2007年12月、日本
心理劇学会第13回大会で発表を行った。さらに、2008年
国際集団精神療法学会環太平洋地域会議第8回大会に
おいて、国際レベルでの学会発表を予定している。
